
 ASKASTYLE NOTE

一隅を照らす・・・

場所と人を輝かせる

私たちがしたいことをノートにまとめました
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ASKA STYLEは、築百年を超える古民家で育った経験から
そのブランドアイデンティティが生まれました。
木の香り、庭の趣、季節の移ろい、手仕事の跡。
そこには「人の営み」が静かに息づいていました。
私たちは、不動産という“モノ”ではなく、
そこに流れる“時間”や“想い”を大切にしています。
空き家を守り、民泊として再生し、
地域の価値を未来へつなぐ。
それが、私たちの原点であり、使命です。
日本の良い「もの」と「こと」を次世代へ。
「使い捨て」ではなく、「継承へ」。
そんな想いを胸に、
私たちは家と暮らしをデザインしています。

― 暮らしと家に、新しい価値を ― 



ASK
ASTYLE

ー民泊と空き家活用で、暮らしの循環を ー

3.古民家・古家活用と再生
　　　　　　　空き家相談
使われなくなった家を、新しい暮らしや宿、
コミュニティの拠点へと再生します。
家の記憶や風合いを大切にしながら、
次の世代へ受け継ぐ形をデザインします。
空き家相談、空き家予防活動にも力を入れて
います

2.民泊運用・管理

予約対応・清掃・レビュー管理など、
日々の運営を一括でサポート。
オーナー様の負担を軽減しながら、
安心して任せてもらえるように
きめ細やかなサービスを徹底しています
ゲストにも心地よい滞在体験を。
宿の価値を守り、育てていきます。

4.ブランディング
　　イベント企画・運営
地域の魅力や家の価値を伝えるための、
ワークショップ・展示・体験型イベントを
企画・運営します。
人と地域がつながる場をつくり、
“暮らしを楽しむ文化”を広げていきます。

ASKASTYLEは、「家を活かす」ことをテーマに、
民泊のプロデュースや運営、古民家や空き家の再生を通して、地域に新しい
価値を生み出しています。
古い家を壊すのではなく、もう一度、人が集い、想いが育つ場所へ。
“家を残す”ことは、“文化をつなぐ”こと。
それが、ASKA STYLEの考える再生です。

1.民泊プロデュース

コンセプト設計から企画・撮影・発信まで、
宿の世界観をトータルにサポートします。
家や土地の個性を引き出し、
「泊まる」から「感じる」体験へ。
思い出に残る民泊をプロデュースします。

Service
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世界観×民泊

私たちは古民家や空き家の活用として
民泊づくりをしています
「インバウンド×高収益」で
これからますます民泊増えていきます
その中で競争しない価値ある民泊を作
ります

自社運営の宿３軒
清掃・運営・管理業務委託もします
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日本家屋の良さを
次世代に・・・

築100年を超える古民家には
日本の古き良き時代の知恵と伝統があります
日本人の誇りを心に古民家活用にも力を入れて
います

空き家でお悩みの方
解決策を一緒に考えましょう

空き家を「負」動産にしないためには
空き家予防が大事！！
病気と同じで病気になってからでは大変！
家も空き家になってからでは遅い！
住みながら今から家を価値あるものに、
お金を生むもの仕組みにしていきましょう

2025年11月時点
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「
た
だ
い
ま
」
と
家
に
帰
っ
て
こ
れ
ば
、

そ
こ
に
は
温
か
く
て
心
が
休
ま
り
、
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る
。

そ
ん
な“

居
場
所”

が
、
誰
の
人
生
に
も
き
っ
と

用
意
さ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

私
は
築
百
年
を
超
え
る
古
民
家
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。

木
の
香
り
、
障
子
越
し
の
光
、
軒
下
の
風
鈴
、

日
向
の
縁
側
、
庭
の
季
節
の
移
ろ
い…

そ
れ
ら
す
べ
て
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
私
の
毎

日
を
優
し
く
包
ん
で
い
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
そ
れ
は“

人
の
暮
ら
し
と
家”

が

生
み
出
し
た
美
し
い
時
間
の
積
み
重
ね
に
感
じ

ま
す
。

■ 
古
民
家
に
宿
る
、
日
本
人
の
叡
智

古
民
家
に
は
、
何
世
代
も
の
家
族
の
愛
を
包
み

込
ん
で
き
た
時
間
が
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
と
日
本
人
の

繊
細
さ
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
叡
智
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
の
時
代
、
家
は
「
建
て
て
は
壊
す
」

も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
受
け
継
が
れ
る

家
は
少
な
く
な
り
、
家
も“

使
い
捨
て”
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
実
に
、
少
し
寂
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

私
は
不
動
産
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
、

「
古
民
家
を
次
の
世
代
に
残
す
」
こ
と
を
使
命

と
し
て
い
ま
す
。

私
に
で
き
る
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

け
れ
ど
も “

一
隅
を
照
ら
す” 

と
い
う
気
持
ち

で
、
誰
か
の
希
望
の
光
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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■ 

チ
ー
ム
の
力
が
原
動
力

Aska Style

の
原
動
力
は
「
チ
ー
ム
の
力
」
で

す
。

メ
ン
バ
ー
は
年
齢
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
住
ん

で
い
る
場
所
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
を
活
か
し
、
支
え
合
い
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

「
楽
し
く
働
く
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、

相
手
を
思
い
や
る
優
し
さ
や
正
し
さ
を
持
っ
て

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

チ
ー
ム
と
し
て
一
つ
に
な
る
と
、
驚
く
ほ
ど
の

力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。

■ 

子
育
て
し
な
が
ら
働
く
と
い
う
こ
と

私
自
身
も
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
走
り
続
け

る“

迷
え
る
マ
マ”

の
一
人
で
す
。

単
身
赴
任
の
夫
、
二
人
の
息
子
、
そ
し
て
私
。

今
は
息
子
た
ち
と
三
人
暮
ら
し
で
、
両
親
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
、
家
事
、
育
児
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
、

丁
寧
な
暮
ら
し
と
は
程
遠
い
で
す
が
（

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
て
い
る
の
で
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
幸
せ
で
す
。

二
十
四
歳
で
起
業
し
て
、
も
う
十
九
年
。

子
ど
も
が
い
る
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
る
し
、
働
け

る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

女
性
が
輝
く
時
代
に

私
た
ち
の
民
泊
チ
ー
ム
に
も
、
マ
マ
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

み
ん
な
大
変
な
毎
日
の
中
で
も
前
向
き
で
、

キ
ラ
キ
ラ
と
働
い
て
い
ま
す
。

女
性
の
時
代
が
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

「
働
く
」
こ
と
は
誰
か
の
笑
顔
を
生
む
こ
と
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、
社
会
を
少
し
ず
つ
明
る
く

し
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

古民家で生まれ育った宿命
私が仕事をする意味

代表 　古清水綾子

古民家相談から現地調査へ

場所との出逢い、人との出逢い
その時々のご縁に
いつも心をワクワクさせています



Company Profile

会社名：株式会社飛鳥

屋号：ASKA STYLE

沿革：2008年9月22日

Nagoya office：名古屋市中村区白子町4-5

古民家office：愛知県稲沢市平和町横池本田327-2

代表取締役：古清水綾子

事業内容

・イベント企画・運営／事務局運営／名刺・Webデザイン

関連会社：合同会社Aurora （宅建免許：愛知県知事免許第24627号）

不動産事業部

民泊運営事業部スペシャルチーム

ブランディング事業部

E-mail：info@askastyle.com

・民泊プロデュース・開業サポート

・民泊運用・管理　／　民泊講座開催

・古民家プロデュース

・古民家・空き家活用

・不動産仲介・管理・コンサルティング

場所も人も輝かせる

私たちは事業活動を通じて

「場所と人を輝かす」ことに貢献し、

人々の幸せで心豊かな暮らしを叶え、

明るく未来に希望を持てる社会の実現を目指します

 

経営方針

「五方良し」

 

一つ、自分にとって良いこと

一つ、相手にとって良いこと

一つ、社会にとって良いこと

一つ、未来にとって良いこと

一つ、天（神様）に応援されることであること
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場所と人を輝かせる

SINCE 2008

出版：Askastyle

2025年11月1日発行

ASKA STYLE

https://askastyle.com/


